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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 第１１次第３回長岡市廃棄物減量等推進審議会 

２ 開催日時 

 

令和元年１１月２１日（木曜日） 

午後２時から午後３時３０分まで 

３ 開催場所 寿クリーンセンター２階会議室 

４ 出席者名 合計３７名 

○審議会委員（１７名） 

会長：馬場省吾  副会長：仁木正哉  

委員：小林美枝子、菊地紅子、元井明美、鷲尾博良、笠原絹子、 

山添美幸、笠井久子、榊原眞知子、関さとみ、井上静子、 

岡村あつ子、竹内祐貴、森康二、林隆生、鈴木正勝 

○事務局（２０名） 

 環境部長：若月 和浩 

環境部次長 (環境施設課長)：野口明夫 

環境政策課 課長：宮島義隆 

環境施設課 課長補佐：酒井 億 

環境施設課 課長補佐：武内 豊 

鳥越クリーンセンター所長：吉井義勝 

環境業務課  

課長：小林伸治、課長補佐：広田高志、総括副主幹：久保倉 淳 

  減量推進係長：小林 貴、主査：中村明子 

中之島支所市民生活課環境担当係長 ：吉澤光彦 

三島支所市民生活課環境担当係長  ：矢川 睦 

山古志支所市民生活課主査     ：金子愛子 

小国支所市民生活課環境担当係長  ：北原光男 

和島支所市民生活課主任      ：安立 篤 

寺泊支所市民生活課環境担当係長  ：島川正幸 

栃尾支所市民生活課環境担当係長  ：斎藤 努 

与板支所市民生活課環境担当係長  ：井村昭夫 

川口支所市民生活課主査      ：大淵雅弘 

５ 欠席者名 委員：三澤美恵子、大本貴之、須藤由彦 
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６ 議題 １ あいさつ 

２ 報告事項  

（１）ごみと資源物の排出状況等について 

ア 平成30年度長岡市一般廃棄物処理実施計画と実績       

イ 平成31年度長岡市一般廃棄物処理実施計画           

（２）長岡市分別収集計画（第９期）                  

（３）台風１９号における災害廃棄物の状況  

３ 議題 

（１）令和２年度年末年始一般廃棄物収集計画（案）          

（２）スプレー缶等の「燃やさないごみ」への混入を防ぐための 

取り組みについて〔グループワーク〕  

４ 閉会 

７ 審議結果の概要 第１１次３回目の審議会。ごみと資源物の排出状況等、長岡市分

別収集計画（第９期）、台風１９号における災害廃棄物の状況につい

て報告し、意見を伺った。また、事務局が策定した令和２年度 年末

年始のごみの収集計画（案）が承認された。スプレー缶等の「燃や

さないごみ」への混入を防ぐための取り組みについてグループワー

クを行った。 

８ 審議の内容 

 

 

環境業務課 

課長補佐 

 

会長 

 

 

 

 

環境業務課長 

 

会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

環境業務課長 

 

 

 

 

・ 環境部長あいさつ 

 

・ 資料確認 

 

 

報告事項（1）ごみと資源物の排出状況等について（2）長岡市分別収集計

画（3）台風19号における災害廃棄物の状況を一括説明いただきたいと思い

ます。最後にまとめて、皆様から質問やご意見をいただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。それでは事務局からの説明をお願いします。 

 

（報告事項について、資料１により説明） 

 

ただいまの説明について、ご意見とかご質問がありましたらお願いします。 

 

今朝の読売新聞に、米を使った指定ごみ袋の記事が載っていまして、南魚

沼市でプラを使わないで、米の残りかすというか焼却する部分をプラスチッ

クにまぜてごみ袋として、使用するという記事が載っていました。 

それで、長岡市ではこういうものを採用していく、使っていくなどの考え

があるのかお聞きします。 

 

環境にやさしい指定袋の導入は必要だと考えております。 

県内の自治体でも採用しているところがあると聞いております。 

業者さんからも話がきています。 

長岡市においては、強度の問題ですとか、指定販売店さんに保管しておく

関係で長期間保存に耐えられるのか、あるいは、生ごみにも使えるのかなど
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委員 

 

会長 

 

 

 

環境業務課長 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の検証が必要となってきます。 

長岡市もそういういいものがあれば取り入れたいなと思っておりますが、

コストが上がって販売価格を上げてしまうと、市民の皆様からのご理解が必

要となります。環境に良い物は採用していきたいなという考えは持っており

ますが、いつから導入するというよりも、今後、研究検討をさせていただき

たいということでご理解ください。 

 

ありがとうございました。 

 

それでは議題に入らせていただきます。 

議題１の令和２年度年末年始一般廃棄物収集計画（案）について、事務局

の方からご説明願います。 

 

（議題（１）について、資料５「令和２年度年末年始一般廃棄物収集計画（案）」

により説明） 

 

ありがとうございました。 

ただいまの説明についてご質問等はございますか。 

なければこのまま進行したいと思います。 

議題の２に入りたいと思います。 

スプレー缶等の燃やさないごみへの混入を防ぐための取り組みについて、

グループワークをしていただくということになっております。 

事務局の説明を聞いてからグループに分かれて話し合っていただき、後ほ

ど各グループで発表していただきます。 

グループ分けは、お配りしてある、委員名簿の右側に掲載してございま

す。 

各グループの進行役と発表役は私の方から指名させていただきますのでよ

ろしくお願いいたします。 

Ａグループの進行役は私がさせていただきます。発表役は委員にお願いし

ます。 

Ｂグループの進行役は委員、発表役は委員にお願いします。 

Ｃグループの進行役は委員、発表役は委員にお願いします。 

 

それでは事務局の説明をお願いします。 

 

グループワークをお願いした経緯、状況を説明したいと思います。 

右下の方の資料ナンバー6と書いてある資料をご覧ください。 

この資料は今年の７月の市政だよりに掲載しました、スプレー缶の出し方

の注意喚起の記事になります。 

長岡市では以前からスプレー缶が燃やさないごみに混入し、事故が発生し

ています。 

こちらの資料は、皆さんのご家庭にあると思いますが、ごみと資源物の分

け方出し方という冊子の有害危険物の出し方をコピーしたものになります。 

長岡市では現在、スプレー缶はどのように出して欲しいか広報しているか

というと、 

①中身を使い切り必ず風通しのよい屋外でガスを抜く 

②透明または半透明袋に入れて、口を結んで危険と表示をする 

③有害危険物の日に出す 

とお願いをしております。 

しかしながら、ルールを守らずに、有害危険物の日ではなく、燃やさない
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課長 

 

環境部次長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

ごみの中にスプレー缶を隠して入れる状況があって、ごみの収集車の火災事

故、ごみの処理施設の爆発事故が発生しております。 

事故の防止対策として、市政だよりや、ごみの情報誌に毎年のように、有

害危険物として出してくださいという周知をしているにも関わらず発生して

いる状況です。 

そこで、どのようにしたら、燃やさないごみへの混入を防ぐことができる

のか、例えば有害危険物の名称が分かりづらいとか、そういう観点からもい

ろいろご意見をいただき、事故を防ぐための対策を考えていきたいと思い、

議題として出させていただきましたのでよろしくお願いします。 

 

台風や停電になった場合、カセットボンベを何となく買ってしまいます

が、使わずに、奥のほうにしまって５年ぐらいすると、奥のほうから錆びた

ボンベが出てくる。そういう状況が各家庭にもあると思います。 

ヘアスプレーの缶もこれも入ると思いますので、日常的にどういうものが

身の回りにあるのかも含めて議論していただきたいと思います。 

 

 

（車両火災、施設爆発事故写真及び粗大ごみ処理のしくみ（図面）を事務

局配布） 

 

 

（写真について説明） 

 

（粗大ごみ処理のしくみについて説明） 

 

 

（グループワーク） 

 

 

幾つかまとめていただいて、発表の方に移らさせていただきたいと思いま

す。Ａグループからお願いします。 

 

まず収集される現場の方から、各地区でされてるところもあると思います

が、収集の袋に記名を義務づける。そうすることにより、例えば不燃の袋に

スプレー缶が混じり、後でわかった場合は、出した人が特定できるという心

理的なプレッシャーをかける。 

有害危険物を排出するときに、他の乾電池などもありますが、スプレー缶

のみは別袋で分別して出すような仕組みにする。 

穴を開けて出すということですが、穴を開けるのは大変なので、百均で穴

を開ける工具を各家庭に常備していただくのがいいと思います。ごみのイベ

ントの時等に配ったり、説明会時に配布するとか、そういった方法で、各家

庭に１個以上常備してもらい、これで必ず穴を開けて出してくださいと啓蒙

する。 

時間はかかるでしょうが、子供のうちからごみを出すということについて

教育を徹底して、学校でこんなこと習ってきたよって親に言えば親はそれを

聞いて、ごみの出し方が間違っていたんだと気づいてもらい、その子供達が

大人になった時は分別して出せるようになっているという形に持っていくと

いう意見が出ました。以上です。 

 

それではＢグループの方お願いします。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

環境業務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ箱のところにスプレー缶用のかごの設置をしたらどうかという案が出

ました。 

有害危険物と言うと堅くなるので、スプレー缶とかライターの絵がある看

板に、第2とか第4の何曜日に、スプレー缶は出してくださいと、ごみ箱のと

ころに設置する。町内会長さんにプレートをお配りして、町内会長さんだっ

たらこのごみ箱が第〇何曜日と第〇何曜日に出すんだなというのが分かって

られると思うので、そこの〇のところにマジックで書いてもらってそれをご

み箱に貼ってもらう、そういう作業をしてみたらどうかという案が出まし

た。 

ボタン電池などは回収できませんとごみ箱に書いてあれば、ここに出して

は駄目だとわかるのではないか、ごみ収集車が発火する原因になりますと一

行書いてあれば大丈夫なのではないかという案が出ました。以上です。 

 

Ｃ班です。 

高齢者には、昔のごみの感じで燃やさないごみ＝危険物だと思っていて、

混ぜたりするみたいです。 

燃やさない袋に、スプレー缶は駄目と書いてもらったらどうかという案が

出ました。 

専用ごみ袋を配布したり、収集日にごみステーションに専用の袋を設けて

各家庭から出たスプレー缶を入れてもらう。 

スプレー缶を缶だと勘違いしている人も多いのではないかと思います。 

スプレー缶等の呼び名を変えたらどうかという案が出ました、例えば圧力

容器高圧製品爆発可燃容器とか、ちょっと大げさなんですが、そういう名称

に変えたらどうかと思います。 

モラルの問題として、事故があった場合、日報の長岡欄に、こういう事故

がありましたというのを取り上げてもらうという案が出ました。以上です。 

 

ありがとうございました。 

事務局の方から何かございますか。 

 

貴重な意見ありがとうございました。 

いろいろな発想で、すごく参考になりました。 

穴を開けるのが大変というご意見もありました。 

スプレー缶の穴開けは非常に危険だということで、必ず屋外で風通しの良

いところで行ってくださいという話や、近年札幌のビルのスプレー缶の爆発

事故があって、全国的にスプレー缶に穴を開けて出すのか出さないのかとい

う議論もあります。 

穴を開けずに出されたとしたとしても、有害危険物に出された場合は、パ

ッカー車には入れずに、穴が開けてないものはこちらで開ける作業をしてる

ので、有害危険物の日に出してもらえればそこは防げます。 

この穴開けについても議論をしてるところであります。 

ごみステーションに表示をするというのもすごく良い意見だと思います。

ごみステーションの管理は、町内会の方が行っていて、月曜日はどういうご

みですとかそういう30パターンの看板を用意して町内会にも配布していま

す。 

スプレー缶は、有害危険物で出してくださいという強調することも実際ス

テーションに置く段階で気がつくので、こういう発想も取り入れることがで

きると思います。 

また、燃やさないごみの青い袋にスプレー缶は駄目と書くのもいいなと思
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会長 

 

 

 

環境業務課 

課長補佐 

 

 

環境業務課長 

 

 

 

 

 

 

 

環境業務課 

課長補佐 

 

 

 

 

 

 

いました。 

有害危険物の日に出してくださいと言っていますが、有害危険物にスプレ

ー缶が含まれてるかどうかわからないのではないかということで、有害危険

物という表示でなく、わかりやすい表示に変更してはどうかという議論もあ

ります。 

市民から分別して出してもらえるように、今後もいろいろ考えていきたい

と思いますので、今回皆さんからいただいたご意見はすごくありがたく思い

ます。 

ありがとうございました。 

それと、先ほどのご意見にもありましたが、この5月にパッカー車が事故

にあった時には、報道機関の方にこういう事故がありましたという報告をし

ました。新潟日報さん、長岡新聞社さん、読売新聞社さんから記事を掲載し

ていただき市民に周知の方もお願いしております。今後もそういう危険性に

ついて、周知をしていきたいと思っております。 

ありがとうございました。 

 

 

ありがとうございました。今日の審議事項はこれですべて終了いたしまし

た。活発なご意見等ありがとうございました。それでは事務局の方に一旦お

返しします。 

 

会長ありがとうございました。 

予定していたものは以上になります。 

最後に環境業務課長から閉会のごあいさつを申し上げます。 

 

本日、御多忙の中お集まりいただきありがとうございました。 

スプレー缶の取り扱いについては、皆様からいただいたご意見を参考に考

えさせていただきます。 

後ほど、会長ともご相談をして何か施策に反映できないかなと思っており

ます。また、その反映については次回の審議会で、皆さんの方にご報告させ

ていただきたいと思います。 

本日は大変ありがとうございました。 

 

以上をもちまして審議会を閉会させていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


